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                ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
協
力
し
て
素
案
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

や
素
案
が
で
き
あ
が
っ
た
段
階
で
の
「
町
民
懇

談
会
」
、「
意
見
公
募
」
な
ど
、
基
本
条
例
に
基

づ
く
町
民
参
加
の
仕
組
み
に
よ
っ
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多
く
の
町
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の
皆
さ
ん
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い
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約
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。
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掲
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。
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基本計画 
（後期５年：平成（後期５年：平成27～31年度）年度） 

新しい総合計画のあらまし 新しい総合計画のあらまし 
総合計画の構成 

総合計画の体系 

基本構想、基本計画、実施計画の３段階で構成されています。 

基本構想～　町の将来像とまちづくりの 
　　　　　　取組みを定めます。 
基本計画～　将来像を実現していくため 
　　　　　　のより具体的な取組みを定 
　　　　　　めます。 
実施計画～　具体的事業とその実施年度、 
　　　　　　事業費などを定めます。 

基本構想 
（10年：平成22～31年度） 

基本計画 
（前期５年：平成22～26年度） 

基本計画 
（後期５年：平成27～31年度） 

実施計画 
（３年：毎年見直し） 

保育所の充実、各種子育て支援など 
小学校適正配置、学力向上対策など 
各種講座・教室、発表会など 
ニュースポーツの普及、スポーツ施設維持など 
芸術イベント、民俗芸能保存など 
 
農産物のブランド化、担い手育成など 
商店街振興、経営支援、企業誘致など 
ニューツーリズム支援、地域資源を活用した観光振興など 
各種イベント、住宅対策など 
CATVデジタル化、インターネットの活用など 
 
疾病予防、食生活改善、健康運動など 
医師確保、診療所施設・機器整備など 
在宅福祉サービス、生きがい対策など 
集落支援、集会所等整備支援など 
町民バス、福祉タクシー等検討など 
西会津町縦貫道路、町道林道整備など 
除雪機械、雪国まつり、雪室活用など 
野沢地区下水道、個別排水施設など 
環境保全、ごみ分別、公園整備など 
防災・防火啓発、消防施設・設備整備、防犯・交通安全対策など 
地籍調査など 

基本と 
なる考え 

まちづくりの 
目指すもの 

まちづくりの取組み 具体的事業 

人と自然にやさしい 
まちづくり 

豊かで魅力ある 
まちづくり 

こころ豊かな人を 
育むまちづくり 

み
ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち

に
し
あ
い
づ 

１.子育ての充実 
２.学校教育の充実 
３.生涯学習の推進 
４.スポーツ活動の推進 
５.芸術文化活動の推進 
 
１.農林業の振興 
２.商工業の振興 
３.観光の振興と地域資源活用 
４.定住と交流の促進 
５.情報化の推進 
 
１.健康づくりの推進 
２.医療体制の整備 
３.福祉の充実 
４.コミュニティづくり 
５.交通体系の整備 
６.道路網の整備 
７.克雪と利雪 
８.上・下水道の整備 
９.快適環境づくり 
10.安全・安心なまちづくり 
11.土地利用 

総合計画の構成 

総合計画の体系 
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※注 
１）奥川支所の午前中の受付は9：30から、また午後の受付は15：00までとなります。 
２）混雑が予想されますので、指定日に申告されるようお願いします。 
３）指定の日時以外に申告される場合は、事前に総務税政課税政係（45－2212）へ連絡してく 
　　ださい。 
４）午前・午後とも受付時間内に受付してください。 

真ヶ沢・小屋 

塩・下松 

新町 

出戸・山浦 

中町・中ノ沢 

弥平四郎・弥生 

高目・荒木・平明 

原・滑沢・井谷 

滝坂・漆窪 

宝川・白坂 

徳沢 

下野尻３・端村 

上野尻３・上野尻４ 

橋屋・戸中・八重窪 

萱本 

尾登 

予備日 

安座 

森野 

軽沢・青坂・小杉山 

西林・西林東 

中野・大久保 

牛尾・山口 

１町内 

４町内・６町内 

７町内・１０町内 

９町内１・さゆりが丘 

予備日 

予備日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

梨平・小山 

向原・道目 

宮野・杉山 

極入・松峯 

小綱木・大舟沢 

 

呼賀・小清水 

樟山・新村 

柴崎・橋立 

屋敷・楢木平・熊沢 

下野尻１・下野尻２ 

上野尻１・上野尻２ 

上野尻５・上野尻６ 

牧・塩喰 

松尾 

下小島 

 

堀越・芹沼 

上小島 

程窪・泥浮山・長桜 

芝草 

西平・四岐・黒沢 

縄沢・出ヶ原 

２町内・３町内 

５町内・西原 

８町内 

９町内２・下小屋 

会場 月 日 曜 日 
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午前受付 

8:30～11:00　※注 

午後受付 

13:00～16:00　※注 
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本
来
納
付
す
べ
き
町
県
民
税
額 

町県民税住宅 
ローン控除額 

所得税から控除しきれなかった住宅ローン 
控除額を翌年度の町県民税（所得割）から控除 

納付すべき 
町県民税 

申告には次の 
ものを必ず持 
参ください 

◆印鑑 
 
◆事業所得、不動産所得、 
　配当所得、一時所得など 
　の収入金額がわかる書類 
 
◆給与所得の方は、勤務先 
　から交付された源泉徴収 
　票 
 
◆諸控除の証明書、領収書 
　（生命保険・個人年金控 
　除証明書、建物地震（火 
　災）保険証明書、国民年 
　金の領収書、医療費の領 
　収書など） 
 
◆農業所得のある方は、水 
　利費、土地改良費、農機 
　具代（トラクター、コン 
　バイン、田植機等）など 
　の領収書 
 
◆税務署から確定申告書が 
　送られてきた方は、その 
　申告書 
 
◆所得税の納付や還付があ 
　る場合は、通帳及び通帳 
　の印鑑 

書類が不足すると… 
　収入金額等がわかる書類 
など必要な書類がない場合、 
原則として申告相談に応じ 
ることができません。 
　必要書類は、必ず準備の 
うえ、忘れずに持参くださ 
い。 

 申
告
が
必
要
な
方
 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
 

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

①
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
等
）
が
 

　
あ
っ
た
方
 

②
家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産
所
得
 

　
が
あ
っ
た
方
 

③
株
式
の
配
当
や
生
命
保
険
の
満
期
 

　
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
方
 

④
年
金
収
入
と
そ
れ
以
外
の
収
入
が
 

　
あ
っ
た
方
 

⑤
給
与
所
得
者
の
う
ち
 

　
・
給
与
以
外
の
収
入
が
あ
る
方
 

　
・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
 

　
　
た
方
 

　
・
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方
 

　
　
（
中
途
退
社
・
パ
ー
ト
等
）
 

　
・
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
 

　
　
る
方
 

　
・
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
 

　
　
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
 

　
　
方
 

⑥
土
地
・
建
物
等
を
売
却
し
た
方
 

 ※
税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る
方
や
、
 

　
青
色
申
告
を
す
る
方
、
あ
る
い
は
 

　
電
子
申
告
（
e
ー
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
す
 

　
る
方
は
、
町
の
申
告
会
場
で
の
申
 

　
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  期
限
ま
で
 

　
申
告
を
行
な
わ
な
い
と
…
 

　
所
得
税
の
場
合
は
、
損
失
の
繰
越

等
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
延
滞

税
や
無
申
告
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
町
に
お
い
て
も
、
国
保
税
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ほ
か
、
関
係

す
る
証
明
書
類
の
発
行
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 農
業
所
得
等
の
収
支
計
算
は
 

経
費
の
わ
か
る
書
類
等
が
必
 

要
で
す
 

　
申
告
受
付
の
際
、
収
入
・
経
費
に

つ
い
て
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
支
払
っ
た
内
容
と
月
日
の

わ
か
る
書
類
（
領
収
書
・
通
帳
等
）

を
項
目
ご
と
に
ま
と
め
て
必
ず
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。
 

  昨
年
と
変
わ
っ
た
主
な
点
 

◆
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
対
す
る
 

　
申
告
分
離
課
税
制
度
が
創
設
さ
れ
 

　
ま
し
た
 

　
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
お
い
て
、
 

新
た
に
申
告
分
離
課
税
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
総
合
課
税

と
は
別
に
、
配
当
控
除
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
上
場
株
式
等
の
譲
渡

損
失
と
の
損
益
通
算
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
 

◆
減
価
償
却
費
に
お
け
る
資
産
区
分
 

　
と
耐
用
年
数
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
 

　
今
ま
で
の
資
産
区
分
３
９
０
区
分

が
　
区
分
に
分
類
さ
れ
、
耐
用
年
数

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅

　
ロ
ー
ン
控
除
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
 

　
た
 

　
昨
年
ま
で
の
こ
の
特
別
控
除
に
加

え
、
平
成
　
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

　
年
　
月
　
日
ま
で
の
間
に
住
宅
を

建
て
た
際
に
住
宅
借
入
金
等
が
あ
る

場
合
に
も
、
そ
の
年
末
残
高
に
応
じ

て
所
得
税
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

 　
申
告
を
忘
れ
な
い
で
 

　
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
か
ら
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
引
き
き
れ
な
か
っ

た
分
は
、町
県
民
税
（
所
得
割
）
か
ら

控
除
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
方
は
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

45

55

2131
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25
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新
た
な
農
地
制
度
が
ス
タ
ー
ト
 

新
た
な
農
地
制
度
が
ス
タ
ー
ト
 

○老後の備えは、国民年金プラス農業者年金で。 
○自分が納めた保険料と運用収入に応じて年金額が 
　決まる積立方式の年金です。 
○保険料は自分で決められます。 
○全額が社会保険料控除の対象になります。 
○特に認定農業者の方の加入をお勧めします。 
 
ご相談は、農協、農業委員、農業委員会事務局へ 

    　
平
成
　
年
　
月
に
農
地
法
が
改
正
さ
れ
、「
新
 

た
な
農
地
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

　
改
正
農
地
法
で
は
、
耕
作
者
の
地
位
の
安
定

と
食
糧
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
農
地
の
転

用
規
制
の
厳
格
化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
農
地
の
貸
借
の
規
制
見
直
し

な
ど
、
農
地
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

  「
新
た
な
農
地
制
度
」
の
目
的
 

①
農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
農
地
の
確
保
を
 

　
図
る
。
 

②
農
地
を
貸
し
や
す
く
・
借
り
や
す
く
す
る
と
 

　
と
も
に
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
。
 

　
ま
た
、
農
地
の
所
有
権
、
賃
借
権
を
も
っ
て

い
る
方
は
、
農
地
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
責
務
規
定
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
　
届
出
用
紙
は
窓
口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
 

　
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

 ⑨
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
 

　
　
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
、
農
地
の
利
用
状
 

　
況
を
調
査
し
ま
す
。
 

　
　
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
遊
休
農
地
に
つ
い
 

　
て
は
、
所
有
者
に
適
正
に
利
用
す
る
よ
う
指
 

　
導
し
ま
す
。
 

 　
農
地
制
度
で
ご
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
農

業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
経
済
振
興
課
内
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
１
 

⑤
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
規
制
緩
和
 

　
　
解
除
条
件
付
き
で
一
般
法
人
も
農
地
を
借
 

　
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
解
除
条
件
と
は
、
農
地
を
適
正
に
利
用
し
 

　
て
い
な
い
場
合
は
貸
借
を
解
除
で
き
る
と
い
 

　
う
条
件
で
す
。
 

　
　
農
地
を
借
り
た
法
人
は
、
毎
年
、
農
地
の
 

　
利
用
状
況
の
報
告
書
を
、
農
業
委
員
会
ま
た
 

　
は
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

 ⑥
農
地
を
取
得
す
る
場
合
の
要
件
 

　
　
農
地
を
取
得
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
 

　
で
定
め
る
面
積
以
上
に
な
る
よ
う
に
取
得
し
 

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
面
積
を
　
ア
 

　
ー
ル
と
定
め
ま
し
た
。
 

　
　
合
計
で
　
ア
ー
ル
未
満
に
な
る
農
地
の
取
 

　
得
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
　
こ
の
ほ
か
の
要
件
と
し
て
は
、
所
有
し
て
 

　
い
る
農
地
の
全
て
を
効
率
的
に
耕
作
し
て
い
 

　
る
こ
と
や
、
農
作
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る
 

　
こ
と
な
ど
で
す
が
、
新
し
く
周
辺
の
農
地
利
 

　
用
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
と
い
う
「
地
 

　
域
と
の
調
和
要
件
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
 

 ⑦
こ
れ
ま
で
の
標
準
小
作
料
制
度
は
廃
止
 

　
　
農
業
委
員
会
は
今
ま
で
の
標
準
小
作
料
の
 

　
か
わ
り
に
、
町
内
の
実
際
の
賃
借
料
の
状
況
 

　
を
調
査
し
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 ⑧
相
続
等
に
よ
る
権
利
取
得
 

　
　
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
 

　
方
は
、
農
業
委
員
会
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
 

　
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

     今
回
の
主
な
改
正
点
 

①
農
地
転
用
規
制
が
強
化
 

　
　
個
人
の
農
地
転
用
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
 

　
県
の
許
可
が
必
要
で
す
が
、
転
用
許
可
の
対
 

　
象
が
拡
大
さ
れ
、
公
共
施
設
用
地
等
へ
の
転
 

　
用
に
つ
い
て
も
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
こ
の
こ
と
に
よ
り
優
良
農
地
が
、
無
秩
序
 

　
に
改
廃
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
 

 ②
違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
・
罰
則
が
強
化
 

　
　
違
反
転
用
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ま
 

　
で
よ
り
も
重
い
罰
金
が
課
せ
ら
れ
、
県
知
事
 

　
は
原
状
回
復
等
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
 

　
ー
ル
を
実
施
し
、
違
反
転
用
に
関
す
る
情
報
 

　
収
集
、
関
係
機
関
の
連
絡
体
制
の
強
化
を
図
 

　
り
ま
す
。
 

 ③
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
が
厳
格
化
 

　
　
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
 

　
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
 

　
の
除
外
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
　
し
た
が
っ
て
、
転
用
も
で
き
ま
せ
ん
。
 

 ④
農
地
の
権
利
取
得
の
厳
格
化
 

　
　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
集
団
化
・
農
 

　
作
業
の
効
率
化
な
ど
、
農
地
の
効
率
的
で
総
 

　
合
的
な
利
用
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
 

　
る
場
合
は
、
農
地
の
権
利
の
取
得
を
許
可
し
 

　
ま
せ
ん
。
 

45

21

30

30

12
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○
回
答
 

　
百
歳
へ
の
特
別
敬
老
祝
金
百
万
円
に
つ
い
て

は
、
支
給
額
を
　
万
円
と
す
る
と
と
も
に
、
百

歳
か
ら
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
医
療

及
び
生
活
支
援
と
し
て
毎
年
　
万
円
を
支
給
し

ま
す
。
 

 ◆
ゴ
ミ
収
集
場
所
に
つ
い
て
 

○
提
案
 

　
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
場
所
に
旧
幼
稚
園
も
加
え

て
欲
し
い
。
上
原
、
原
町
に
は
適
所
に
設
定
し

て
欲
し
い
。
 

○
回
答
 

　
適
正
に
ご
み
を
処
分
す
る
こ
と
は
、
大
切
な

こ
と
で
す
。
町
で
は
年
３
回
日
程
を
決
め
て
粗

大
ご
み
を
収
集
し
て
い
ま
す
。（
喜
多
方
管
内
で

は
本
町
だ
け
で
す
。
）
こ
の
収
集
場
所
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
年
１
回
は
す
べ
て
の
集
落

に
出
向
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
粗
大
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
ご
承
知
の
と
お

り
、
交
通
に
支
障
の
生
じ
る
こ
と
な
く
大
型
車

両
数
台
が
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
現
地
を
調
査
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
 

 ※
　
月
　
日
〜
　
日
受
付
分
 

※
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
 

　
た
。
 

※
そ
の
他
の
提
案
等
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
 

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 【「
提
案
制
度
」の
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　http://w

w
w
.tow

n.nishiaizu. 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　fukushim

a.jp

収
集
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

今
後
の
景
気
の
動
向
や
企
業
の
業
績
等
を
見
極

め
な
が
ら
、
雇
用
人
数
の
少
な
い
企
業
で
あ
っ

て
も
積
極
的
な
誘
致
活
動
に
努
め
、
町
長
自
ら

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
 

　
ま
た
、
町
内
事
業
所
等
へ
の
就
業
の
場
の
確

保
に
つ
い
て
も
町
長
が
訪
問
し
要
請
を
す
る
と

と
も
に
、「
雇
用
促
進
対
策
窓
口
」
を
通
し
て
町

内
事
業
所
の
現
状
把
握
に
努
め
、
各
種
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 ◆
観
光
に
つ
い
て
 

○
提
案
 

　
西
会
津
町
は
観
光
資
源
が
豊
富
な
町
。
観
光

協
会
を
中
心
に
全
国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
徹
底
し

誘
客
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
 

　
交
通
は
観
光
バ
ス
で
な
く
Ｊ
Ｒ
の
Ｓ
Ｌ
を
利

用
さ
せ
、
駅
か
ら
徒
歩
で
大
久
保
と
の
往
復
を

さ
せ
る
。
そ
の
道
路
沿
い
に
は
西
会
津
の
特
産

品
を
並
べ
、
農
家
収
入
の
増
を
図
る
。
 

○
回
答
 

　
先
日
、
設
立
さ
れ
た
西
会
津
元
気
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
と
連
携
し
、
町
内
に
あ
り

ま
す
自
然
・
史
跡
・
名
勝
地
な
ど
の
観
光
資
源

を
活
用
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
現
在
も
観
光
協
会
で
春
、
秋
に
「
Ｓ
Ｌ

ば
ん
え
つ
物
語
号
」
に
乗
り
込
ん
で
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
さ
ら
に
Ｓ
Ｌ
の
よ

り
よ
い
利
活
用
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 ◆
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
 

○
提
案
 

　
百
歳
百
万
円
は
廃
止
し
、
百
歳
の
人
は
医
療

費
を
無
料
化
に
し
て
は
ど
う
か
。
 

 提
案
者
の
数
・
件
数
 

◆
　
人
・
　
件
 

  提
案
の
方
法
 

◆
郵
送
　
　
　
　
　
　
人
 

◆
提
案
箱
　
　
　
　
７
人
 

  主
な
提
案
の
内
容
と
そ
の
回
答
 

◆
企
業
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
 

○
提
案
 

　
稲
作
り
に
力
を
入
れ
、
会
社
的
農
業
（
法
人

化
）
し
、
若
者
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。
 

○
回
答
 

　
近
年
の
米
価
下
落
傾
向
か
ら
、
町
と
し
て
は

水
稲
依
存
農
業
か
ら
脱
却
し
「
稲
作
と
施
設
野

菜
や
キ
ノ
コ
等
」
と
の
複
合
経
営
を
図
り
、
企

業
家
と
し
て
農
業
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
も
若
い
農
業
後
継
者
が
複
合
経
営
や
企

業
家
的
経
営
を
実
施
し
て
い
て
、
法
人
化
を
目

指
し
て
い
る
農
家
も
で
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、地
域
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
集
落

全
体
で
の
話
し
合
い
・
合
意
形
成
に
よ
る
「
集

落
営
農
」
の
確
立
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
こ
れ
ら
農
業

生
産
の
法
人
化
に
つ
い
て
、
農
協
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
し
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
考
え
で
す
。
 

 ◆
就
労
の
場
の
確
保
に
つ
い
て
 

○
提
案
 

　
若
い
人
が
働
け
る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
 

○
回
答
 

　
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
様
々
な
情
報
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　口を閉じたまま、ほおをふくらませた 
りすぼめたりしましょう。（３回ずつ） 

　口を大きく開けて、舌を出したり引っ 
込めたりしましょう。（３回ずつ） 

 
　舌を出して上下、左右に動かしてみま 
しょう。（３回ずつ） 

 
　口を閉じて、口の中で舌を上下、左右 
に動かしてみましょう。（唇やほおを下で 
押し出すように）（３回ずつ） 

～いつまでもいきいきと暮らすために～ 

　
④
舌
の
お
手
入
れ
を
す
る
 

　
　
・
舌
の
上
に
つ
い
た
白
い
汚
れ
 

　
　
　
（
舌
苔
）
を
お
と
す
 

　
⑤
定
期
的
な
歯
科
健
診
を
う
け
る
 

　
　
・
入
れ
歯
の
調
子
を
見
て
も
ら
 

　
　
　
っ
た
り
、歯
石
を
と
っ
た
り
、
 

　
　
　
検
診
に
行
く
 

◆
口
の
中
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
 

　
①
毎
食
後
に
歯
み
が
き
を
す
る
 

　
②
洗
口
剤
で
ゆ
す
ぐ
 

　
③
入
れ
歯
の
お
手
入
れ
を
す
る
 

　
　
・
口
か
ら
外
し
て
、
て
い
ね
い
 

　
　
　
に
み
が
く
 

　
口
は
、
食
べ
る
、
話
す
、
表
情
を
豊
か
に
す

る
な
ど
、
元
気
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
の

大
切
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
高
齢
に
な
る
と
口
の
機
能
が
低
下

し
て
、食
事
を
美
味
し
く
感
じ
な
く
な
っ
た
り
、
 

う
ま
く
話
せ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、

生
活
機
能
全
般
の
衰
弱
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

　
口
の
お
手
入
れ
を
怠
ら
ず
、
い
き
い
き
と
し

た
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
が
、
介

護
予
防
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
 

口
の
機
能
が
低
下
し
や
す
い
方
 

　
○
か
た
い
も
の
を
食
べ
な
い
 

　
○
人
と
話
す
機
会
が
な
い
 

　
○
よ
く
む
せ
る
 

　
○
歯
垢
や
舌
の
上
の
白
い
汚
れ
が
 

　
　
た
く
さ
ん
つ
い
て
る
 

　
○
口
の
渇
き
が
気
に
な
る
 

 口
の
機
能
を
高
め
る
た
め
に
 

◆
毎
日
の
生
活
で
注
意
す
る
こ
と
 

　
①
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
 

　
②
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
 

　
③
姿
勢
に
注
意
し
て
食
べ
る
 

　
④
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
す
る
 

　
⑤
歌
を
歌
っ
た
り
、
早
口
言
葉
に
 

　
　
挑
戦
す
る
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　１月１６日と１７日の２日間、いわき市立豊間 
小学校５年生４１名と町内各小学校５年生６６名 
との冬季交流事業が行われました。 
　初日は各家庭でホームステイを行い、交流を深 
めました。 
　２日目は、西会津中学校でムカデスキーなどで 
雪上運動会を行い、また昼食会では群岡小の保護 
者と給食センターの皆さんが準備したカレーや郷 
土料理のこづゆ、まんじゅうの天ぷらなどを一緒 
に食べ、半年振りの友情を確かめ合いました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　１月８日、町公民館で新春交歓会が開催され、 
約１６０人が参加し、新春を祝いました。 
　会では、伊藤町長、大沼町議会議長の年頭のあ 
いさつに続き、西会津謡曲愛好会の皆さんらによ 
る祝謡が披露されました。 
　その後、町長や議長、来賓の皆さんらによる鏡 
開きが行われました。 
　この日は、町食生活改善推進員による町で生産 
されたミネラル野菜を使った郷土料理や沖縄料理、 
町森林組合による手打ちそばのほか、ミネラル野 
菜のスイーツや味噌ラーメンが振舞われ、参加し 
た皆さんは、歓談しながらおいしい料理に舌鼓を 
打っていました。 

　
毎
年
恒
例
の
野
沢
の
初
市
が
、
１
 

月
　
日
に
野
沢
駅
前
通
り
で
催
さ
れ
、
 

通
り
に
は
お
よ
そ
　
軒
の
露
店
が
軒
 

を
並
べ
ま
し
た
。
 

　
午
前
中
は
、
今
年
一
年
の
商
売
繁
 

盛
を
願
う
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
商
 

店
会
会
員
な
ど
に
よ
る
鏡
開
き
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
例
年
、
天
気
が
荒
れ
る
初
市
で
、
 

今
年
も
吹
雪
と
い
う
あ
い
に
く
の
天
 

気
と
な
り
ま
し
た
が
、
家
族
連
れ
や
 

友
だ
ち
同
士
な
ど
が
訪
れ
、
起
き
上
 

が
り
小
法
師
や
風
車
な
ど
の
縁
起
物
 

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
 

　
１
月
　
日
、
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
消
防
団
 

員
や
女
性
消
防
隊
、
消
防
支
援
隊
な
ど
お
よ
そ
２
 

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
初
め
に
、
熊
野
神
社
で
今
年
一
年
の
無
火
災
を
 

祈
願
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
野
沢
中
央
通
り
と
マ
イ
ロ
ー
ド
通
り
 

で
閲
団
式
と
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
分
列
行
進
で
 

は
旗
手
を
先
頭
に
き
び
き
び
と
し
た
行
進
を
見
せ
 

て
い
ま
し
た
。
 

　
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
で
は
、
出
初
式
と
無
火
災
 

祈
願
の
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
 

に
温
か
い
甘
酒
と
と
も
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
 

13
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30
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

群
生
っ
子
ク
ラ
ブ
の
休
日
活
動
 

女
性
講
座
第
８
回
学
習
会
 

  　
群
岡
小
学
校
の「
群
生
っ
子
ク
ラ
ブ
」で
は
、

小
正
月
の
伝
統
行
事
『
だ
ん
ご
さ
し
』
の
体
験

活
動
を
１
月
９
日
（
土
）
に
下
野
尻
集
会
所
で

行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
行
事
に
は
、
児
童
を
は
じ
め
地
域
の
方

や
保
護
者
な
ど
約
　
名
が
参
加
し
、
地
域
の
方

か
ら
だ
ん
ご
さ
し
の
い
わ
れ
や
だ
ん
ご
の
作
り

方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
だ
ん
ご
を
丸
め
て
茹
で
た

後
、
今
年
１
年
の
健
康
や
学
力
向
上
の
願
い
を

込
め
な
が
ら
、
ピ
ン
ク
と
白
の
だ
ん
ご
を
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
ミ
ズ
キ
の
枝
に
刺
し
た
り
、
宝

船
や
大
黒
様
、
タ
イ
な
ど
の
飾
り
付
け
を
行
い

ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
、
地
域
の
方
が
用
意
し
た
小
正
月
料

理
を
食
べ
な
が
ら
和
や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。
 

                   　
町
公
民
館
で
は
１
月
　
日
（
火
）
、
西
会
津

国
際
芸
術
村
芸
術
家
の
ラ
デ
さ
ん
と
ユ
リ
ア
さ

ん
と
の
交
流
も
あ
わ
せ
た
女
性
講
座
を
開
催
し
、
 

　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
は
じ
め
に
、
古
く
か
ら
の
町
の
年
中
行
事
に

つ
い
て
学
習
し
、
続
い
て
２
人
の
芸
術
家
か
ら

国
の
紹
介
や
冬
の
行
事
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ク
ロ
ア
チ
ア
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
も
豊
作
や
健

康
を
祈
願
す
る
行
事
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
異
国
の
文
化
を
興
味
深
げ

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
、
全
員
で
だ
ん
ご
さ
し
を
体
験
し
、
 

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
単
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
楽
し
そ
う
に
芸
術
家
と

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

12

30

15

　親子で自然環境を考える「エコクラブ」では、 
１月２４日（日）に町公民館で、ＮＰＯ法人環境 
保全会議あいづの加藤紘一副理事長らを講師に招 
き『地球温暖化』をテーマに環境学習会を行いま 
した。 
　はじめに、地球温暖化により世界で起きている 
様々な変化や西会津などで起きている自然環境の 
変化について話を聞きました。参加した親子は、 
気象や自然・生態系の変化などをあらためて認識 
し、ひとり一人が温暖化の原因である二酸化炭素 
を減らすために、エコ活動に取り組むことが大切 
であることを実感していました。 
　この後、親子で「光ペットボトル風車」や「ソ 
ーラープレーン」など、風や光で動くおもちゃづ 
くりを体験し、充実したひと時を過ごしました。 



11

ふ
る
さ
と
わ
ん
ぱ
く
塾
を
開
催
 

新
春
将
棋
大
会
を
開
催
 

ストレッチ講座（４町内） 

　町教育委員会では『西会津町史　第２巻・通史 
Ⅱ〈近代･現代〉』を販売しています。 
　今回の内容は、明治から平成までの出来事を振 
り返えるもので、皆さんの父母、祖父母、曽祖父 
などが登場する地域に根ざした一冊となっていま 
す。ぜひご購入ください。 
　　頒 布 価 格　　６，５００円 
　　町内頒布価格　　５，５００円 
【申し込み・問い合わせ先】 
　西会津町教育委員会　　　　４５－３２４４ 

今
回
発
見
さ
れ
た
会
津
若
松
市
阿
弥
陀
寺
御
 

三
階
の
現
存
最
古
の
写
真
も
掲
載
し
て
い
ま
 

す
。
 

　
　
（
写
真
提
供
：
高
目
　
長
谷
沼
勉
氏
）
 

  　
１
月
　
日
（
土
）
、
野
沢
小
学
校
と
尾
野
本

小
学
校
の
３
〜
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
ふ
る

さ
と
わ
ん
ぱ
く
塾
」
の
第
８
回
学
習
会
を
西
会

津
国
際
芸
術
村
で
行
い
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
芸
術
家
の
ユ
リ
ア
さ
ん
と
交
流
を
し
な
が

ら
芸
術
・
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
ユ
リ
ア
さ
ん
か
ら
身
振
り
手
振

り
を
交
え
な
が
ら
の
「
ペ
ン
立
て
」
作
り
を
教

わ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
丸
め
た
紙
を
い
く
つ
も

作
り
、
そ
れ
を
張
り
合
わ
せ
な
が
ら
仕
上
げ
、

最
後
に
は
好
き
な
色
を
塗
っ
て
色
と
り
ど
り
の

ペ
ン
立
て
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
が
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
作
り
上

げ
た
作
品
は
、
２
月
　
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で

芸
術
村
で
開
催
さ
れ
る
『
西
会
津
国
際
芸
術
村

交
流
展
』
に
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

  　
公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
生
涯
学

習
へ
の
取
り
組
み
を
お
手
伝
い
す
る
出
前
講
座

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地

区
活
動
の
一
環
と
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
講
座
内
容
（
学
習
内
容
）
 

　
　
健
康
講
話
、
民
謡
、
ダ
ン
ス
、
料
理
、
ス
 

　
ト
レ
ッ
チ
、
謡
曲
、
手
芸
、
歴
史
講
座
な
ど
 

　
地
区
の
要
望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。
 

　
　
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
対
応
で
な
い
 

　
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

●
開
講
手
順
 

　
①
地
区
等
で
学
習
し
た
い
内
容
を
決
め
ま
す
。
 

　
②
自
治
区
長
ま
た
は
公
民
館
部
長
部
員
を
と
 

　
　
お
し
て
公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

　
③
公
民
館
は
、
内
容
に
適
し
た
講
師
を
地
区
 

　
　
集
会
所
等
へ
派
遣
し
ま
す
。
 

※
講
師
謝
礼
に
つ
い
て
は
規
定
の
範
囲
内
で
公
 

　
民
館
が
負
担
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
―
３
２
４
４
 

  　
西
会
津
将
棋
ク
ラ
ブ
と
町
公
民
館
主
催
に
よ

る
新
春
恒
例
の
将
棋
大
会
を
、１
月
　
日（
日
）

に
、
町
公
民
館
で
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
将
棋

の
愛
好
家
が
集
ま
り
ま
し
た
。
 

　
大
会
は
総
当
り
で
行
わ
れ
、
冬
の
寒
さ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
将
棋
盤
の
上
で
は
熱
い
対
局
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

【
大
会
結
果
】
　
〈
敬
称
略
〉
 

　
・
優
　
勝
　
　
星
　
　
　
斉
（
７
町
内
）
 

　
・
第
２
位
　
　
五
十
嵐
博
文
（
宮
　
野
）
 

　
・
第
３
位
　
　
荒
井
　
武
栄
（
喜
多
方
市
）
 

　
・
第
４
位
　
　
杉
原
　
徳
夫
（
松
　
尾
）
 

　
・
第
５
位
　
　
成
田
　
信
幸
（
下
小
島
）
 

　
・
第
６
位
　
　
折
笠
　
　
匡
（
縄
　
沢
）
 

23

14

14
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45
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みんなの広場 みんなの広場 
薄
上
　
早
苗
 

　
　
〔
上
小
島
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
群
岡
小
学
校
の
宗
田
佐
世
子
先
生
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
 

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ〈
ラ
ブ
・
ユ
ー
・
フ
ォ
 

ー
エ
バ
ー
〉（
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ン
チ
〔
乃
木
り
か
訳
〕
岩
崎
書
房
）
』
こ
 

の
本
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
、
ま
た
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、
 

お
父
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
絵
本
で
す
。
」
 

　
「
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
し
た
こ
と
が
あ
り
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
 

ら
絵
本
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
外
国
の
作
家
の
絵
本
は
色
づ
 

か
い
が
多
く
よ
く
手
に
し
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
を
楽
し
む
絵
本
も
好
き
 

で
す
。
」
 

　
　
と
い
う
宗
田
先
生
に
、
こ
の
本
が
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
ど
ん
な
と
き
で
も
や
さ
し
く
子
ど
も
を
見
守
る
親
の
愛
。
そ
れ
を
 

受
け
継
い
で
い
く
子
ど
も
た
ち
。
親
子
の
愛
情
を
描
い
た
作
品
で
す
。」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
年
老
い
て
も
我
が
子
は
大
事
 

な
宝
物
。
自
分
が
ど
ん
な
状
況
で
 

も
子
ど
も
を
抱
き
し
め
続
け
る
と
 

こ
ろ
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
世
代
に
よ
っ
て
感
じ
 

る
こ
と
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
 

『
私
も
そ
う
だ
っ
た
…
あ
る
あ
る
』
 

と
共
感
で
き
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
 

ん
描
か
れ
て
い
る
作
品
で
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　三留　里美さん（1月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　一緒に話をして元気をいただいています。 
また時間を見つけて会いましょうね。 

あなたの趣味は？ 
　絵本集め（古本屋で安く 
買う） 
 
あなたの特技は？ 
　小さい子どもと遊ぶこと 
（雪遊び、砂遊び、水遊び） 
 
あなたのモットーは？ 
　一生懸命 
 
これからやってみたいことは？ 
　スキー場で年越しをして 
みたい。 

熱中していることは？ 
　スポーツの応援（駅伝、 
その他） 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　おかあさん 
 
最近感動したことは？ 
　家族で仙台の光のページェ 
ントを初めて見たこと 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ・Ｙさん（徳沢） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
子
ど
も
た
ち
の
写
真
』
　
 

　
「
一
番
下
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
、
 

　
　
４
人
に
な
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し
 

　
　
い
写
真
で
す
。
」
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　東北税理士会喜多方支部では、「税理士記念日」 
の行事として、税の無料相談会を開催します。 
◆日時　２月23日（火）～24日（水） 
　　　　午前10時～午後４時 
◆場所　ヨークベニマル喜多方店２階特設会場 
　　　　及び会員事務所 

【問い合わせ先】 
　東北税理士会喜多方支部 
　　　　　　　　　０２４１―２２―２０５５ 

　会員名 
坂内　栄一 
山口　一郎 
片桐　仁志 
安西　　順 
尾崎　義典 
渡部　利夫 
佐藤万之輔 
長嶋理一郎 
川田美緒子 
三瓶　　勉 
山崎　修己 
佐藤　高雄 

　　　住所 
喜多方市寺町 
喜多方市花園 
喜多方市稲荷宮 
喜多方市塩川町 
喜多方市塩川町 
喜多方市一本木下 
喜多方市北町 
喜多方市諏訪 
喜多方市東川原田 
喜多方市惣座宮 
喜多方市慶徳町 
西会津町奥川 

　電話番号 
0241（22）1300 
0241（24）2822 
0241（22）2055 
0241（27）2454 
0241（27）4554 
0241（22）4309 
0241（23）1308 
0241（24）4222 
0241（22）2696 
0241（22）3008 
0241（22）4573 
0241（49）2020

　今年も雪国まつりを、２月１４日（日）にさゆり　今年も雪国まつりを、２月１４日（日）にさゆり 
公園で開催します。公園で開催します。 
　子どもから高齢者まで、みんなが楽しめる西会津　子どもから高齢者まで、みんなが楽しめる西会津 
ならではのイベント盛りだくさんで開催しますので、ならではのイベント盛りだくさんで開催しますので、 
ぜひご来場ください。ぜひご来場ください。 
　　　　　　　　　　　　　～主なイベント～ 
○桐ゲタ飛ばし全国大会○桐ゲタ飛ばし全国大会 
○雪合戦○雪合戦 
○雪の上で愛を叫ぶ！○雪の上で愛を叫ぶ！ 
○雪上トライアスロン○雪上トライアスロン 
○雪上みかん拾い○雪上みかん拾い　　など　　など 
 
　詳しくは、　詳しくは、チラシやケーブルテレビをご覧のうえ、チラシやケーブルテレビをご覧のうえ、 
下記までお申し込みください。下記までお申し込みください。 
 
【申し込み・問い合わせ先】【申し込み・問い合わせ先】 
　町ふるさと振興推進委員会事務局（経済振興課）　町ふるさと振興推進委員会事務局（経済振興課） 
　　　　　　　　　　　　　　　　４５－２２１３　　　　　　　　　　　　　　　　４５－２２１３ 

　今年も雪国まつりを、２月１４日（日）にさゆり 
公園で開催します。 
　子どもから高齢者まで、みんなが楽しめる西会津 
ならではのイベント盛りだくさんで開催しますので、 
ぜひご来場ください。 
　　　　　　　～主なイベント～ 
○桐ゲタ飛ばし全国大会 
○雪合戦 
○雪の上で愛を叫ぶ！ 
○雪上トライアスロン 
○雪上みかん拾い　　など 
 
　詳しくは、チラシやケーブルテレビをご覧のうえ、 
下記までお申し込みください。 
 
【申し込み・問い合わせ先】 
　町ふるさと振興推進委員会事務局（経済振興課） 
　　　　　　　　　　　　　　　　４５－２２１３ 
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全
会
津
　
市
町
村
で
構
成
し
て
い

る
「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協

議
会
」
で
は
、
地
域
づ
く
り
・
人
づ

く
り
な
ど
を
積
極
的
に
実
践
す
る
団

体
を
支
援
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト
事
業

を
対
象
と
し
た
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
 

◆
募
集
期
間
 

　
２
月
　
日
（
月
）
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
３
月
　
日
（
月
）
 

◆
補
助
金
額
 

　
最
大
　
万
円
（
補
助
対
象
経
費
の
 

　
３
分
の
２
以
内
）
 

◆
対
象
事
業
 

　
○
広
域
的
な
波
及
効
果
が
あ
る
ソ
 

　
　
フ
ト
事
業
 

　
○
地
域
の
特
色
・
特
徴
を
出
し
た
 

　
　
ソ
フ
ト
事
業
 

　
○
地
域
間
交
流
に
つ
な
が
る
ソ
フ
 

　
　
ト
事
業
　
　
　
　
　
　
な
ど
 

◆
申
請
書
の
入
手
方
法
 

　
①
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
 

　
　
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
 

　
　
ン
ロ
ー
ド
 

　
②
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
 

　
　
議
会
事
務
局
 

　
③
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

◆
申
請
窓
口
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
へ
提
出
 

◆
結
果
通
知
 

　
５
月
下
旬
予
定
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

　
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
 

　
会
事
務
局
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
６
３
１
２
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　http://w

w
w
.aizu- 

　
　
　
　
　
　
　furusato.com

 

     　
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
が
取

り
扱
っ
て
い
る
会
社
や
法
人
の
登
記

事
務
が
、
平
成
　
年
２
月
１
日
か
ら
 

                  福
島
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
で

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に
係

る
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書

の
交
付
事
務
（
動
産
・
債
権
譲
渡
登

記
に
係
る
概
要
記
録
事
項
証
明
書
の

交
付
事
務
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
若
松
支
局
で
も
取
り
扱
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
不
動
産
登
記
事
務
に
つ
い

て
は
、
取
り
扱
い
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
 

　
　
０
２
４
―
５
３
４
―
１
１
１
１
 

                    　
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を

抱
え
お
悩
み
の
方
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
 

　
借
金
問
題
は
様
々
な
方
法
で
必
ず

解
決
で
き
ま
す
。
 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
相
談
窓
口
 

　
福
島
財
務
事
務
所
 

◆
受
付
日
時
 

　
月
〜
金
曜
日
 

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
 

　
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
５
時
　
分
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
財
務
事
務
所
 

　
　
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４
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杣　木　イ　セ（105）忠　己　　母　　１町内 
小　島　ミドリ（88）淳　一　　母　　５町内 
佐　藤　忠　悦（86）忠　誠　　父　　芝　草 
三　留　ヨネ子（88）　博　　　母　　青　坂 
江　川　芳　子（84）岩原篤男　　母　　上野尻 
清　野　武　行（63）フ　ミ　　子　　上野尻 
藤　原　公　子（93）英　雄　　母　　下野尻 
佐　藤　光　久（76）吉津伸吏　妻の父　宝　川 
宮　澤　マサノ（98）　悟　　　母　　小綱木 
五十嵐　力　榮（88）佐藤静雄　　父　　大舟沢 

人　口　　７，９８７人　　　－１１人 
　男　　　３，８３０人　　　－　２人 
　女　　　４，１５７人　　　－　９人 
世　帯　　２，８９６世帯　　－　６世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

◆日時　２月 8日（月） 
　　　　　　26日（金） 
　　　　午前９時～正午 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

2月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○ケーブルテレビ使用料 
○インターネット使用料 

2月10日（水） 納期限 

2月 6日（第１週）受付時間11時まで 
20日（第３週）　　　　〃

　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

　
暖
冬
で
雪
が
少
な
い
と
い
 

わ
れ
な
が
ら
も
、
結
構
降
る
 

も
の
で
す
ね
▼
生
活
す
る
う
 

え
で
雪
は
い
ろ
い
ろ
と
大
変
 

な
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
ス
 

キ
ー
が
好
き
な
私
に
と
っ
て
 

は
、
程
よ
い
量
は
大
歓
迎
で
 

す
▼
昨
年
は
事
情
に
よ
り
１
 

回
も
滑
り
に
行
け
な
か
っ
た
 

の
で
、
今
年
こ
そ
は
と
気
合
 

を
入
れ
て
い
ま
す
▼
快
晴
の
 

早
朝
、
ま
だ
誰
も
滑
っ
て
い
 

な
い
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
り
、
ス
 

カ
ッ
と
し
た
い
で
す
。
 

編
集
後
記
 

薄　上　和　統く　ん　崇之・美樹子　３町内 

宮　野　楓　琉く　ん　秀樹・文栄　　７町内 

小　柴　望　愛ちゃん　芳成・郁子　　上小島 

矢　部　乃　衣ちゃん　重勝・美樹　　真ヶ沢 

か　ず　と 

は　　　る 

み　　　え 

の　　　い 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

小 野 病 院  
猪 俣 医 院  
鈴木内科消化器科クリニック 
永峯内科小児科医院 
浜 崎 小 児 科医院  
舟田クリニック産科婦人科 
有 隣 病 院  
入 澤 病 院  
二 瓶 ク リ ニック  
徒之町クリニック 
いいづかファミリークリニック 
佐 瀬 皮 膚 科 医院  
星 医 院  
佐 原 病 院  
き た か た 診療所  
丸山内科小児科医院 
なるせとみこレディースクリニック 
佐 藤 病 院  
二 瓶 眼 科 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
大 竹 内 科  
増 戸 内 科 医 院  
北 田 内 科 医 院  
わたなべクリニック 
こばり耳鼻咽喉科クリニック 
あかぎ内科消化器科医院 
小 野 病 院  
君島内科消化器科クリニック 
くらしげ内科小児科医院 
アピオ・リウマチクリニック 
いとう子どもクリニック 
鏡 渕 外 科 胃 腸科  

0241（22）0414 
0241（22）0264 
0242（33）6100 
0242（27）2266 
0242（27）0951 
0242（23）1103 
0241（24）5021 
0241（22）0267 
0242（58）3885 
0242（26）6181 
0242（32）3330 
0242（33）1122 
0242（83）2136 
0241（22）5321 
0241（23）3611 
0242（27）5553 
0242（37）7851 
0242（26）3515 
0242（22）1932 
0241（28）2181 
0241（22）0241 
0242（25）4876 
0242（38）2661 
0242（24）0506 
0242（29）0800 
0242（83）0303 
0241（22）0414 
0241（24）5800 
0242（39）3550 
0242（32）2277 
0242（27）4601 
0242（27）3225

 
喜多方市

 
 
 
会津若松市

 
 
 
喜多方市

 
 
 
会津若松市

 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
 
会津若松市

 
 
 
喜多方市

 
 
 
会津若松市

 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
 
会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 

小 汲 歯 科 医 院  
平山歯科矯正歯科 
佐 藤 歯 科 医 院  
小 山 歯 科 医 院  
酒 井 歯 科 医 院  
さいとう歯科医院 
北 見 歯 科 医 院  
みゆき歯科クリニック 
佐 藤 歯 科 医 院  
さとう歯科クリニック 

0241（22）0154 
0242（27）0425 
0242（62）3055 
0242（28）0180 
0242（83）1582 
0242（29）4618 
0241（22）4350 
0242（22）0220 
0242（83）2348 
0242（22）8148

7 
（日） 

7 
（日） 

11 
（木） 

11 
（木） 

14 
（日） 

14 
（日） 

21 
（日） 

21 
（日） 

28 
（日） 

28 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

○国民健康保険税第６期 
○長寿医療（後期高齢者）保険料第７期 

3月 1日（月） 納期限 


